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教育目標
「自学・自律・思いやり」
新しい時代へ「幸せの伸びしろ」を育む学び

～めざす子ども像～
大きな夢と高い志を持ち、何にでも果敢に挑戦できる生徒

【安全・安心な教育の推進】　「場を清め、健康と体力の保持増進を図る」
①清潔感のある身だしなみと身の回りの整理整頓を通して、前向きになれる環
境作りをする。

②基本的な生活習慣を身につけさせ、健康的な生活の基盤を形成する。
③人的または物的な体制確保に努める。

【学びを支える教育環境の充実】　「主体的・対話的で深い学びにつながる授業を展開する」
①教職員一人ひとりが弛まぬ努力と研鑽を積む。
②指導力や授業の質の向上と量の確保に努める。
③ＩＣＴを適切に活用した学習活動の充実を図る。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】　「生徒の希望を叶える学校にする」
①学校全体に進取の気性に富んだ教育活動を求め実践する。
②キャリア教育や地域の教育力を活用し、生きる力や人間性の育成に努める。
③探求心を養い、探求的な学びを推進する。

沿　革
平成17年 13月
平成17年 14月
平成19年 14月
平成19年 10月
平成17年 11月
平成28年 13月

旧菅南中学校・旧扇町中学校閉校
天満中学校開校（夜間学級開設）
現校舎に移転
開校記念式挙行
創立10周年記念式典挙行
創立20周年記念誌発行

学校運営に関する計画
■中期目標
○令和７年度末の「校内生徒アンケート」において、「いじめや暴力などのトラブルには、時に
は先生なども交えながら、問題の解決を図っている」の項目に、肯定的な回答をする生徒
の割合を95％以上とする。
○令和７年度末の「保護者アンケート」において、「生命を大切にする心を育み、いじめや暴
力のない学校づくりに取り組んでいる」の項目に、肯定的な回答をする保護者の割合を
90%以上とする。
○令和７年度末の「保護者アンケート」において、「学校は、子どもたちが学校生活や友達関
係などで困ったり悩んだりしているとき、相談できる機会や体制を整えている」の項目に、
肯定的な回答をする保護者の割合を90%以上とする。
○令和７年度末の「校内生徒アンケート」において、「あいさつや礼儀、服装を正すなど、学校
や社会のルールを守ろうと努力している」の項目に、肯定的な回答をする生徒の割合を
95％以上とする。
○令和７年度末の「校内生徒アンケート」において、「道徳・人権学習を通じて、命の大切さや
自他を尊重し互いを思いやる心が養えていると思う」の項目に、肯定的な回答をする生徒
の割合を95%以上とする。
○全国学力・学習状況調査や大阪府チャレンジテストなど、各学力調査での平均正答率を
大阪市、全国の平均を上回る。
○令和７年度末の校内調査における、「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができている」に対して、「とても思う」と回答する生徒
の割合を70%以上にする。
○令和７年度末の「校内生徒アンケート」において、「学校の宿題以外に、予習・復習・問題集
に取り組むなどの家庭学習を行っている」と肯定的な回答をする生徒の割合を70％以上
とする。
○令和７年度末に、中学校卒業段階で英検３級程度以上の英語力を有する生徒の割合を
70％以上とする。
○令和７年度末の校内調査における、「運動（体を動かすこと）やスポーツをすることは好き
である」に対して、「とても思う」と回答する生徒の割合を65%以上にする。
○令和７年度末「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において、「あなたにとって運動
(体を動かす遊びを含む)やスポーツは大切ですか」の質問に対し、肯定的な回答をする
生徒の割合を70％以上とする。
○令和７年度末「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において、体力合計点（男女平均）
大阪市平均を上回る結果とする。

○令和７年度末の「校内生徒アンケート」において、「授業や家庭で学習者用端末を使用し
て、学習や心の天気・いじめアンケート等を行っている」の項目に、肯定的な回答をする生
徒の割合を80％以上とする。
○令和７年度末の「保護者アンケート」において、「家庭で学習者用端末を使用して学習して
いる」の項目に、肯定的な回答をする保護者の割合を80%以上とする。
○令和７年度末の「教職員アンケート」において、「教材・教具を精選し、学習者用端末やデジ
タル教材を利用して、生徒の基礎学力の定着に努めている」の項目に、肯定的な回答をす
る教職員の割合を80%以上とする。
○年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を50%以上にする。
○教員の勤務時間の上限に関する基準を満たす教職員の割合が、大阪市平均を上回るよう
にする。
○令和７年度末の「校内生徒アンケート」において、「朝読書や図書館の利用等で、読書の習
慣がついてきていると思う」と答える生徒の割合を70％以上とする。
○令和７年度末の「校内生徒アンケート」において、「放課後・土曜学習会などを通じて、自分
から学習する姿勢が持てるようになってきた」の項目に、肯定的な回答をする生徒の割合
を80％以上とする。
【※詳細は学校ホームページをご覧ください】

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果
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■結果の概要・取組の成果と課題
＜国語＞
全国と比較して平均正答率が4ポイント高く、学習指導要領の領域別で

もすべての領域で全国平均を上回っている。平均無解答率は全国と比較
して2ポイント低く、学習意欲の高さがうかがえる。
＜数学＞
全国と比較して平均正答率は11.6ポイント高かった。平均無解答率は
全国と比較して３ポイント低く、国語と同様に学習意欲は高い。
＜理科＞
全国と比較して平均正答率は0.7ポイント高く、全国平均を上回った。

各定期テストの前に行われる土曜学習会や3年生対象のブラッシュアッ
プ学習会を通し、自ら学ぶ機会を設けることができている。多くの生徒が
参加し、一定の成果が上げられている。
国語・数学・理科に共通している課題は、授業で得た知識を日常生活と
結び付けたり、既習事項を活用し新たな課題を見出したりすることに苦手
意識を持つ生徒が多いことが挙げられる。
これに対しては、日々の授業の中で、１人１台学習者用端末を効果的に活
用し、学習に対しての興味関心を高めると同時に、自分の考えや意見を発
表することに重点を置いた取組をすすめ、さらなる学力の向上を目指す。

令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果
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■結果の概要・取組の成果と課題
体力合計点の男女平均は全国平均を上回る結果となっている。男女を比較す

ると、男子の体力合計点が全国平均と大阪市平均を下回っているので、体力向
上への意欲を高める取り組みを進めていくことが課題である。また、全国体力・
運動能力、運動習慣等調査において、「あなたにとって運動（体を動かす遊びを
含む）やスポーツは大切ですか」の質問に対して、84.0%の生徒が肯定的回答を
している。
運動やスポーツへの関心はあるが、運動能力の向上に結びついていないのが

現状である。数年に及ぶコロナ禍による影響が少なからずあると考えられる。
今後の体育の授業における補強運動や、体育行事の充実、学校行事の見直し

など、生徒が興味関心を持って意欲的に取り組むことができる活動を推進してい
く必要がある。

卒業後の進路　【過去3年間・卒業生総数421名】（令和4年度１46名、令和3年度１44名、令和2年度１3１名）
※過去3年間の進路先を五十音順に掲載しています。進学者数の3年間の累計が3名以上の場合、学校名の後ろに人数を明記しています。

【国公立】
芥川、旭（12）、芦間（3）、阿倍野（3）、池田、いちりつ、今宮、茨木（5）、桜和（3）、大阪教育大学附属天王寺、大阪ビジネスフロンティア、大阪わかば、
大手前（3）、春日丘、門真なみはや、北かわち皐が丘、北千里、北野、京都府立海洋、柴島（17）、工芸（5）、高津（8）、国立鳥羽高専、堺市立堺、咲くやこの花、
桜塚、桜宮（9）、自衛隊工科、四条畷（4）、思斉支援、渋谷（4）、島根県立隠岐水産、清水谷（6）、下北沢成徳、吹田東、住吉、成城（3）、摂津、千里、大正白稜、
鶴見商業、槻の木、豊島、天王寺（3）、刀根山（3）、寝屋川、花園、汎愛（4）、東（9）、東住吉総合、東淀川（5）、東淀工業、福井、南、箕面都島工業（8）、桃谷、
桃谷（通信）、守口東、八尾北、山田、夕陽丘、淀川工科、淀川清流（4）、淀商業
【私立等】
藍野（3）、アサンプション国際、飛鳥未来、あべの翔学、上宮（4）、ヴェリタス城星学園、英真学園（3）、英風、追手門学院（3）、追手門学院大手前（5）、近江、
大阪（18）、大阪偕星学園（5）、大阪学院大学（8）、大阪学芸（5）、大阪薫英女学院（4）、大阪産業大学附属（10）、大阪商業大学、大阪女学院、大阪信愛学院（3）、
大阪成蹊女子（5）、大阪つくば開成（3）、大阪電気通信大学（4）、大阪桐蔭（4）、大阪夕陽丘学園（9）、大阪緑涼、開明、関西大倉、関西大学第一（4）、
関西大学北陽、関西学院（3）、近畿大学附属、金蘭会、クラーク大阪梅田、建国、興國（13）、好文学園女子（3）、神戸学院大学附属高野山、向陽台、金光大阪、
金光藤蔭（4）、四條畷学園（2）、四天王寺（6）、常翔学園（15）、常翔啓光学園、昇陽（4）、精華、星翔、清風（3）、清凌、宣真（3）、相愛、大商学園（3）、
太成学院大学（3）、東海大仰星、同志社国際、同志社香里、同志社女子、東大寺学園、東朋高等専修、長尾谷、奈良育英、日本航空、日本航空（通信）、
延岡学園、梅花、羽衣学園、初芝立命館、阪南大学ヒューマンキャンパス、東大阪柏原、箕面自由学園、明星、桃山学院（7）、屋久島おおぞら、履正社（3）、
立命館、立命館宇治、ルネサンス大阪（7）、早稲田摂陵、ECC学園、S、N（5）、YMCA 国際専門、ユニバーサル服飾、米子松陰

地域との連携活動

生徒会活動

生徒会役員：会長 1名、副会長 1名、書記 2名、会計 1名
各種委員会：学級委員会、風紀委員会、体育委員会、
　　　　　　保健委員会、美化委員会、図書委員会、文化委員会

天満中の特色ある教育活動

本校では、天満中学校区のコミュニティを、地域・保護者・学校とともに
深化充実させ、課題を共有し、検討・協議する中で合意形成に努め、「天満
中学校が地域の心を繋ぐふるさと」になれるよう、「コミュニティスクール
事業」(学校元気アップ地域本部事業)を推進している。
天満中学校の「コミュニティスクール」とは、保護者・地域が、教職員と共

に「信頼される学校＝地域が誇れる学び舎」を創造する取組の総称であ
る。
土曜学習会や、図書活動支
援、コンサートの夕べなど多様
な活動を行っている。また職場
体験学習では、地域の各事業所
に協力いただき、実施している。

　本校では大阪大学や大和大学と連携
し、教育活動の充実に努めている。
　大阪大学との連携では、「オンライン学
習会」を令和２年度より実施している。大
阪大学の学生が講師となり、テスト対策や
授業の振り返りを行っている。

　今年度も大阪大学の学生と連携し、取組みを充実させて学習活動を行え
るように計画している。
　大和大学からは土曜学習会や3年生ブラッシュアップ学習会の学生ボラ
ンティアに参加いただいている。土曜学習会では、3年生に向けて受験の
準備方法などを教えていただき、学生との結びつきも深くなっている。

　また平成２９年度からは体育の授業に
おいてダンスの講師を招き、技術指導を
していただいている。ダンスの成果は３月
に行う「卒業生を送る会」で１・２年生が披
露している。３年生に感謝の気持ちを伝え
る取組みは、天満中学校の伝統行事と
なりつつある。

学校の概要

本校は、大阪市立菅南中学校と大阪市
立扇町中学校の統合により、平成7年4月
1日、大阪市立天満中学校として開校し、
平成9年4月に、旧菅南中学校の跡地に
新校舎が建設された。

校名は大阪三郷の一つである天満郷
にちなんでおり、校章は梅の花で、学問を
愛した菅原道真公を偲ぶとともに、早春
にいち早く香る気品の高い梅のように、
清らかに「逞しく伸びよ」との願いをこめ
て制定された。

校訓は「真理・協調・発展」で、校章の花びらの直線部分は「真理」を、中
心の円のまわりに整然と並ぶ花びらとおしべは「協調」を、また力強く五方
向に伸びる花びらは「発展」を表している。

校区は、大阪駅から東・西・南・北の四方に広がる地域で、校区内には大
阪市立西天満小学校・菅北小学校・扇町小学校の3小学校が歴史を刻ん
でいる。

学校行事

4月
5月

6月

7月
8月
9月

10月

11月
12月
1月

2月
3月

入学式　始業式　家庭訪問
中間テスト
1年一泊移住
2年職場体験（令和4年度は11月実施）
3年修学旅行　学期末テスト
教育懇談　終業式
始業式
体育大会
3年チャレンジテスト
創立記念日　中間テスト
文化活動発表会
学期末テスト
教育懇談　終業式
始業式　百人一首大会
長距離走記録会　1・2年チャレンジテスト
学年末テスト
卒業生を送る会　卒業式　教育懇談　修了式

大阪市立天満中学校 検 索


